
17.  12.  15

　１２月２６日（月）は、固定資産

税・都市計画税第３期、国民健

康保険税第６期の納期限です。

最寄りの金融機関・郵便局でお

納めください。

　詳しくは納税課�７０・７７３０へ。

� �������������������������������������������������������������

　※東京都でも、交通事故相談�０３・５３２０・７７３３やヤミ金被害者相談�０３・５３２０・
４７２７を行っています。予約制でなく当日受け付けのため、詳しくはお問い合わせを。

◆行政相談…１８年１月１１日（水）午後１時～４時、栄田征子氏（本町、�７１・２４１６）▽小山正勝氏（小山、�７１・３９５５）▽篠宮松美氏（南町、�６５･１８３９）

《事前に電話でご予約を》

会　場予 約 開 始 日 等相　談　員相　談　日　時相　談　名

市役所
２階
相談室

午前８時半
から電話で 
広報課
�７０・７７７７

（代）

１２月２２日（木）
弁護士いずれも水曜日

午前１０時から

４日・１１日
法 律 相 談

１月１２日（木）１８日・２５日

１２月２６日（月）司法書士４日（水）午後１時から登 記 相 談

１２月２６日（月）土地家屋調査士４日（水）午後１時から表 示 登 記 相 談

１月６日（金）税理士１１日（水）午後１時から税 務 相 談

１月１０日（火）人権擁護委員１８日（水）午後１時から人権身の上相談

１月１３日（金）宅地建物取引主任者１８日（水）午後１時から不 動 産 相 談

１月１９日（木）弁護士、
東京都相談員２５日（水）午後１時から交 通 事 故 相 談

１月５日（木）行政書士１１日（水）午前１０時から
相続・遺言・成年
後見等手続相談

１月２０日（金）社会保険労務士２５日（水）午前１０時から年金・労災・雇用保
険・ 人事管理等相談

前日までに産業振興課労政
商工係�７０・７７４３

市商工会
経営指導員

５日（木）
午後１時～４時経 営 相 談

男女平等
推進

センター

午前９時か
ら電話で男
女平等推進
センター
�７２・００６１

１２月２６日（月）女性
カウンセラー

いずれも月曜
日午後１時半
～４時半

１６日女性の悩みごと
相 談 １月６日（金）２３日・３０日

１２月２２日（木）女性弁護士６日（金）午前９時半～
午後零時半

女性弁護士による
法 律 相 談

中央相談室�７３・３６６７
（成美教育文化会館内教育センター）

教育相談員
午前１０時～
午後５時　
※電話相談も可

火曜～土曜日
教 育 相 談 室

滝山相談室�７５・８９０９
（西中学校隣）月曜～金曜日

子育て支援課�７０・７７３６母子自立支援員開庁日母 子 相 談

《直接会場へどうぞ》

会　場相　談　員相　談　日　時相　談　名

市役所１階相談室
知的障害者相談員 １１日（水）午前１０時～正午知的障害者相談
身体障害者相談員 １３日（金）午前１０時～正午身体障害者相談

さいわい福祉
センター

さいわい福祉
センター指導員２４時間随時�７７・２７１１心身障害者（児）

相 談

保健福祉センター保健師、栄養士、
歯科衛生士

開庁日
※電話相談も可�７７・００２２

総合相談窓口
（保健・医療等）

市役所２階相談室獣医師２０日（金）午後１時半～２時半動物なんでも相談
市役所６階

ワークコーナー
ハローワーク
三鷹職員

開庁日の
午前９時～午後５時職 業 相 談

市役所２階相談室市住宅増改築等
斡旋事業登録団体協議会

１２日（木）
午前１０時～午後４時住宅増改築相談

市民生活館１階消費生活相談員平日の午前１０時～午後４時
※電話相談も可�７３・４５０５消 費 者 相 談

東久留米市社会
福祉協議会

市民ボランティア
相談員

月曜・水曜・金曜日の
午前１０時～午後４時
�７４・４２９４

電話なんでも相談
（東久留米市社
会福祉協議会）

《訪問します》

ご自宅助産師訪問希望の方は健康課
�７７・００２２妊婦訪問相談

募集人員と受験資格等
受　　験　　資　　格　　等募集人員職　種

身体障害者手帳の交付を受けているとともに、下記の①
～③の要件をすべて満たす方
①昭和５１年４月２日以降に生まれ、高校卒業程度の学力
を有すること
②職務の遂行と通勤が自力でできること
③活字印刷の筆記試験に対応できること

若干名
一 般 事 務
（身体障害者）

昭和５１年４月２日以降に生まれ、建築（関連）学科を履修
し、大学卒業程度の学力を有する方

若干名建 築 技 術

昭和４８年４月２日以降に生まれ、保健師の資格を有する
方または平成１８年春までに行われる国家試験により資
格取得見込みの方

若干名保 健 師

昭和５１年４月２日以降に生まれ、看護師の資格を有する
方または平成１８年春までに行われる国家試験により資
格取得見込みの方

若干名看 護 師

昭和５６年４月２日以降に生まれ、高校卒業程度の学力を
有するとともに身体能力が一定の基準にある方

若干名消 防 官

※いずれの職種も１８年３月卒業見込みの方を含む。

市

職

員

　
【
採
用
予
定
日
・
募
集
職
種
】　
１８

年
４
月
１
日
以
降
＝
一
般
事
務

（
身
体
障
害
者
）、
建
築
技
術
、
保

健
師
、
看
護
師
、
消
防
官

　
【
募
集
人
員
と
受
験
資
格
等
】下

表
の
通
り

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】　

月　

日

１２

１９

（
月
）
〜　

年
１
月　

日
（
木
）

１８

１２

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
除
く
）
の
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
、
職
員
課
（
市
役
所
４
階
）

で
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電

子
申
請
で
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
可

能
（　

年
１
月　

日
〈
水
〉
ま
で
）

１８

１１

　
【
願
書
受
け
付
け
】

　

年
１
月　

日（
火
）

１８

１０

〜　

日
（
木
）
の
午

１２
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
本
人
が
職

員
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
身

体
障
害
者
の
方
は
、
障
害
者
手
帳

も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
【
試
験
日
】　

年
１
月　

日（
日
）

１８

２２

　

詳
し
く
は
同
課
人
事
給
与
係
�

　

・
７
７
１
６
へ
。

７０

　
「
昆
虫
観
察
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
見
学
」
に
引
き
続
き
、
今
年
度

３
回
目
の
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
の
黒
目
川
・
落

合
川
を
散
策
し
な
が
ら
、
渡
り
鳥

や
冬
の
生
き
物
を
観
察
し
ま
す
。

一
緒
に
冬
の
自
然
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

　
【
日
時
】　

年
２
月　

日（
土
）午

１８

１８

前
中
（
午
前
８
時
半
、
市
役
所
集

合
予
定
）

　
【
場
所
】
黒
目
川
・
落
合
川
合
流

地
点
、
ほ
か

　
【
対
象
】年
齢
制

限
な
し
。
親
子
・

孫
と
の
参
加
歓

迎
（
小
学
校
低
学

年
以
下
は
原
則
保
護
者
同
伴
）

　
【
定
員
】　

人
以
内
（
応
募
者
多

２０

数
の
場
合
は
抽
選
。
市
内
在
住
の

方
を
優
先
し
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
一
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
し
て
当
日
集
金
し
ま
す
）

　

学
童
保
育
所
（
学
童
ク
ラ
ブ
）

の　

年
度
入
所
の
申
し
込
み
受
け

１８
付
け
を　

年
１
月
５
日
（
木
）
〜

１８

　

日
（
金
）
に
行
い
ま
す
（
日
曜

１３日
、
祝
日
は
除
く
）。

　

学
童
保
育
所
（
学
童
ク
ラ
ブ
）

は
、
両
親
な
ど

保
護
者
の
方

が
勤
め
て
い

た
り
、
病
気
な

ど
の
理
由
で
、

小
学
校
低
学

年
の
お
子
さ

ん
の
放
課
後
の
世
話
が
で
き
な
い

場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
専

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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門
の
職
員
が
児
童
を
保
育
指
導
す

る
施
設
で
す
。

　
【
受
付
時
間
】１
月
５
日（
木
）〜

　

日
（
水
）
が
午
前
８
時
半
〜
午

１１後
５
時
（
た
だ
し
７
日
〈
土
〉
は

午
前
９
時
〜
正
午
）、　

日
（
木
）・

１２

　

日
（
金
）
が
午
前
８
時
半
〜
午

１３後
８
時

　
【
対
象
】来
年
４
月
の
小
学
校
新

１
年
生
〜
新
３
年
生
の
児
童

　
【
提
出
書
類
】①
入
所
申
請
書
②

保
護
者
の
状
況
を
証
明
す
る
書
類

＝
勤
務
証
明
書
・
病
気
治
療
中
の

と
き
は
医
師
の
診
断
書
・
そ
の
ほ

か
の
理
由
で
家
庭
で
適
切
な
監
護

が
で
き
な
い
と
き
は
そ
の
理
由
書

③
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
世
帯
全

員
の　

年
度
市
民
税
非
課
税
証
明

１７

書
。
生
活
保
護
世
帯
は
受
給
証
明

書
　

※
入
所
申
請
書
と
勤
務
証
明
書

の
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
２
階
）、
各
学
童
保
育
所
（
学

童
ク
ラ
ブ
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
【
申
請
受
付
場
所
】子
育
て
支
援

課
（
市
役
所
２
階
）　　

　
【
使
用
料
】一
人
月
額
５
０
０
０

円
。
生
活
保
護
・
非
課
税
世
帯
は

免
除

　
【
ご
注
意
】①
受
付
期
間
後
に
申

し
込
み
の
あ
っ
た
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
事
務
処
理
の
関
係
で
入

所
時
期
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
②
各
学

童
保
育
所
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
と
も

希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

空
き
が
で
き
る
ま
で
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

　

詳
し
く
は
同
課
児
童
係
�　

・
７０

７
７
３
６
へ
。

学
童
保
育
所

学
童
保
育
所（
学
童
ク
ラ
ブ
）の

（
学
童
ク
ラ
ブ
）の

入
所
申
し
込
み
受
け
付
け

入
所
申
し
込
み
受
け
付
け

第
３
回
冬
を
探
し
て
〜 

冬
の
訪
問
者
渡
り
鳥
の
観
察
〜

　
【
内
容
】冬
に
渡
っ
て

く
る
カ
モ
な
ど
を
観
察

し
な
が
ら
バ
ー
ド
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。
ま
た
、
川

沿
い
を
散
策
し
な
が
ら
植
物
や
昆

虫
が
ど
の
よ
う
に
冬
を
過
ご
し
て

い
る
の
か
を
観
察
し
ま
す

　

申
し
込
み
は　

年
１
月　

日

１８

１０

（
火
）
ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
（
参
加
者
全

員
、
お
子
さ
ん
の
場
合
は
学
年
ま

た
は
年
齢
も
）・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
２
０
３
―
８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
緑
政
課
「
環
境
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
」
あ
て
郵
送
を
。

　

※
参
加
者
に
は
集
合
時
間
等
詳

細
を
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
�　

・
７
７
５

７０

３
へ
。
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１
月
５
日

１
月
５
日（
木
）か
ら

（
木
）か
ら

納税にご協力を納税にご協力を
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国
民
年
金
保
険
料
を 

納
め
る
の
に
困
っ
た
と
き

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
、

免
除
の
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
申
請
し
て
承
認
を
受
け

る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
の
支

払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。　　

　

免
除
の
承
認
を
受
け
る
に
は
、

申
請
者
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯

主
の
前
年
の
所
得
で
審
査
さ
れ

ま
す
。
失
業
等
の
場
合
は
必
要

書
類
の
添
付
に
よ
り
、
前
年
の

所
得
が
基
準
を
超
え
て
い
て
も

考
慮
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
に
は
、
全
額
免
除
と
、

半
額
納
付
が
必
要
な
半
額
免
除

が
あ
り
ま
す
。
所
得
に
よ
っ
て

は
、
半
額
に
の
み
該
当
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も　
１０

年
以
内
な
ら
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
、
受
給
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年

を
過
ぎ
る
と
加
算
金
が
付
き
、

当
時
の
保
険
料
よ
り
高
い
金
額

に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、

学
生
の
方
に
は
学
生
納
付
特
例

制
度
（
本
人
の
前
年
所
得
が
１

４
１
万
円
以
下
）、　

歳
未
満
の

３０

方
に
は
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
基
準
以
下
）
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
、
年
度
の
初
め

１７
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
前
年

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
申
告
を
済
ま
せ
て
か

ら
免
除
や
猶
予
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
が
、　

年
度
に
免
除
（
猶
予
）

１７

の
申
請
を
し
て
、
免
除
の
継
続

を
希
望
し
た
方
が
全
額
免
除
ま

た
は
納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た

場
合
、　

年
度
の
申
請
書
の
提

１８

出
が
省
略
で
き
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
と
詳
し
く
は
保

険
年
金
課
国
民
年
金
係
�　

・
７０

７
７
３
３
へ
。


